
 

 

 

【現場実習報告会】 

 １２月１日（水）に実習報告会がありました。一人一人が目標をもってやり

遂げた現場実習、生徒たちは実習先で取組んだ仕事の説明や苦労したこと、頑

張ったことを発表してくれました。発表の最後にはそ

れぞれが、反省として自分の苦手なところ、得意なと

ころを見付け、次の実習に向けて学校で頑張ることに

ついても発表してくれました。初めて実習を行った１年生の生徒たちもそれぞ

れにやり遂げたという達成感のあふれる笑顔で発表してくれました。 

 

【みんなで校外学習】 

 ２学期は新型コロナ（デルタ株）感染拡大によ

り、校外学習を計画しづらい時期もありました

が、１２月１４日（火）に小学部全員でバスに乗

りペンギン水族館に行ってきました。子供たち

は、前日から「明日楽しみ」「明日はペンギン」

とうれしそうに話しかけてくれました。それぞれ

の学級で事前に学習したことを当日はたくさん

の生き物を見たり触ったり写真に撮ったりして確かめました。友達との楽しい思

い出として宝物が１つ増えました。 

 

【修学旅行】 

高等部３年生が１２月１６日（木）・１７日（金）の１泊２日の日程で平戸・佐

世保・大村方面に修学旅行に行きました。今年度も新型コロナウイルス（デルタ

株）感染拡大により県外への旅行はできませんでしたが、生徒たちは、旅行先の

ことについて調べ学習をして準備して当日を迎える

ことができました。街散策や施設見学、体験など旅行

を満喫しました。解散式では「学級の友達と過ごす２

日間の旅行では、いろいろな体験ができとても楽しか

ったです」と代表の生徒が発表してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

附属特別支援学校だより（１２月号） 

 

  にっこり笑顔
                         発行：校長 菅 昌徳 

今日の日記（1２月６日） 

 数日前、通学路にある横断歩道で立哨のボランティアをしていただいている地域の方が挨拶をする高等部の女子生徒

の様子を見て「彼女はいつも元気に挨拶をしてくれます。とても気持ちがいいですね」と私に話をされたのでした。 

 私はそのことを生徒本人に伝えようと思っていたのですが、タイミングを逃していたところ、この日運よく保健室で

話す機会ができました。早速話をすると、彼女は「本当ですか、うれしいです。今日の日誌に書いておきます」と笑顔

で答えてくれました。養護教諭の「すごいね」の声掛けに「やったー！褒められた」とさらに笑顔になりました。  

彼女から笑顔という贈り物をもらえた思いになり、私もにっこり笑顔になりました。「ありがとう！！」 

 何気ない日常の会話ですが、教師からの声掛けは子供たちの自信につながるのだなと深く感じました。  


